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Helen Maria Williamsの書簡体作品に見られる
ジャンルとジェンダーの関係性
今井 裕美
本稿は、フランス革命後の推移を現地で約３０年間にわたり見つめ続けた英国人作家、
Helen Maria Williamsの初期作品 Letters Written in France in the Summer of 1790（１７９０）およ
び中期作品 A Tour in Switzerland VOL.Ⅰ＆Ⅱ（１７９８）を取り上げ、執筆方針および書簡体
様式の活用手法を比較分析し、彼女の著作姿勢の変節とジャンル操作との相関性をジェン
ダーの視点から分析・考察したものである。なお、ジャンルに付随するジェンダー・バイ
アスや現代的な観点を採用するテクストへのアプローチを問題視し、それらの是正を前提
に今後のWilliams研究における新たな可能性を探った。
Ⅰ ジェンダーの視点から見る文学ジャンルの問題点
「ジャンル genre」とは、ラテン語の genusすなわち「種族、種類」を語源に持つ
語である。語源を同じくする語としては、「ジェンダー gender」が挙げられる。とも
に「種類」という客観的区別を示す語であるが、いつしか特定の政治性を帯びるよう
になった用語である。
「ジャンル」とは、文学においてさまざまな形態を分類するために利用される語で
ある。韻文、散文、戯曲などの文章形式の分類をベースに、「詩」「小説」「演劇」と
いった具合にその種類を増やしてきた。個々の作品内容や時代ごとの社会通念などに
よって、それぞれのジャンルが持つコノテーションは異なる。しかし、歴史化された
差異を度外視し、系譜という通時的視点から文学を把握するには大変便利な概念であ
る。そして作家にとっては、ジャンルの選択によって作品全体の印象が決定づけられ
るため、テクストによる伝達内容以上に、読者に言外のメッセージを伝えることが可
能となる。従って、作者はジャンル自体のメッセージ性を利用し、時代特有の通念も
鑑み、一種の総合芸術として文学作品を世に送りだす。
一方、ジェンダーは、社会や文化の要請によって規定された性役割に基づく意図的
な分類を指すことは言うまでもない。その原義がそもそも政治的に創出されたもので
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ある以上、文学におけるその語の役割も当然政治的色合いを帯びる。社会学では、時
代特有の認識により生み出された特定の性役割を「事実」あるいは「結果」として扱
い、分析対象とする。しかしながら、ジェンダーに注目して文学作品を扱う場合は、
時代の社会通念がいかにあったかを「事実」として問うのではなく、文学作品が生み
出す社会的影響力の中で、当時のジェンダー観がいかなる機能を果たしていたかを探
る。従って、文学研究におけるジェンダー的視線は、人権や差別といった人道的テー
マそのものに向けられるのではない。ジェンダー・バイアスに関わる要素がいかに作
品展開上の「推進力」となっているかに注目すべきであり、差別を糾弾する作品の
メッセージと混同しないよう、注意深く見極めなくてはならない。１
ジャンルとジェンダーは極めて近い間柄にあるが、時に両者が複雑に作用しあい、
特定の時代に特徴的な文学的状況を形成することもある。例えばジェンダーの視点か
ら文学を眺めた場合、次のような二つの問題が生じる。
一つには、作品の文学的価値を作家の性別によって等級化する問題がある。文学史
上、男性作家が王道の系譜をなすが、女性作家はマイノリティとして扱われ、恣意的
な選択による「系譜」がねつ造される。イギリス文学史で言えば、１７世紀の劇作家
Aphra Behnを筆頭に、初代の女性作家としてJane Austinの名が挙がり、その後にCharlotte
& Emily Bronté、George Elliot、そして２０世紀初頭の才女 Virginia Woolfが連なり「女
流文学」の系譜が完成する。こういった恣意的見解についてはすでに初期のフェミニ
スト批評が是正を求めており、埋没していた女流作家たちの発掘・再評価、そして男
性作家に偏る文学の系譜 Cannonの見直しも行われている。その結果、文学史的に非
存在だった女性作家たちの発掘がかなり進み、彼女たちの作品集や研究書が爆発的に
増えた。例えばその変化は、インターネット上で検索可能な作品原文閲覧サイトの増
加という形をとり、日常的にも実感できるほどである。２
さらに、ジェンダー的に注視すべきジャンル問題は、作品内容に関して男性／女性
向けの「区分」がつけられることである。この場合は、作品を対象にした等級化で
あり、作品評価に直結する。「女流作家」たちの評価は、political unconsciousな場で、変
容する社会をよそにした素人文学に終始する二流作家としてのものとなる。さらには、
政治などの公的分野に注意を向ける「男性的視線」が存在しないことに価値が見出さ
れ、「女性らしい視点」として賞賛されてきた。その典型が１８世紀半ば以降の
sentimentalismの流行であり、共感性に富む sensibilityをめぐる物語がもてはやされた。
この分野は、romanticismの中心に位置するものであり、本稿で取り上げる Helen Maria
Williamsもその代表的な作家の一人である。３
ジャンルの分類におけるアンバランス、作家・作品評価における差別的視座は、そ
もそも実質的に存在していた女性側の経験不足、機会の喪失による「格差」に基づく
ものであった。当時の女子教育の水準や女性の職業選択に対する規制、経済的自立の
脆弱さなどにより、明らかに現実的事情による不利益を被っていた女性たちは、結果
的に従属的な社会的役割を担わざるを得なかった。しかしながら、問題が作家ではな
くジャンルの解釈である場合、そういった現実的格差の影響は無関係である。それで
もなお、ジャンルの特性を問う場において、いまだに不均衡なジェンダー観に基づく
視点が採用されているのではないだろうか。１９６０年代半ばから始まったフェミニズム
批評、そして、８０年代以降のジェンダー批評の長き歴史を経た現在も、ジャンル評価
における誤謬を招く要因のひとつがそこにあるのではないだろうか。
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そこで、この問題点が顕著に現れるジャンルとして、本稿では旅行文学に属する書
簡体文学ないし書簡体小説と呼ばれる散文を中心に取り上げ、分析検討する。
書簡体文学と称される作品は多様で、１８世紀初頭から１９世紀にいたるまで数多く存
在する。書簡体形式の旅行記や滞在記といった形式をとる作品が次々に登場して一種
のブームになり、個々の作品・作家の個性が際立つ非常に興味深いジャンルとなった。
具体的には、Daniel Defoeの The Life and Strange Surprising Adventures of Robinson
Crusoe, of York, Mariner（１７１９）、Jonathan Swiftの Gulliver’s Travels（１７２６）を始め、
Tobias Smollettの Travels Through France and Italy（１７６６）、Laurence Sterneの A
Sentimental Journey Through France and Italy（１７６８）、Henry Mackenzieの A Man of
Feelings（１７７１-９１）、そして９０年代の Helen Maria Williamsの Letters Written in France in
the Summer of 1790（１７９０）、Mary Wollstonecraft、Letters Written during a Short Residence
in Sweden, Norway, and Denmark（１７９６）にいたるまで、実にその作品数は多い。
これらの作品は、架空の場所も含めた遠隔地での「探検」を目的とし、その旅路や
滞在先での記録が中心となるものと、特定の場所での「視察」を目的とし、異文化理
解のために当地での体験記をつづるものとに大別される。前者は、未知の場所での体
験を情報提供する姿勢をとり、後者は祖国の状況との比較を意図し、体験に基づく個
人的見解を述べる傾向がある。
「探検」を主目的とするタイプは、読者に未知の情報提供を行い、新奇性による一
種の娯楽を提供する。困難に打ち勝ち生還に至るため、当時の社会においては、「男
性的行為」の物語である。皮肉や風刺を多用し、人間の愚かさを指摘する批判精神が
根底にあるとも言えよう。
一方、「視察」目的の場合は、１８世紀初頭の上流階級の子息間で流行した大陸への
グランド・ツアーにも似て、個人の視野拡大を目指す。つまり、前者のような未知な
る経験を求めるのでなく、事前に書物等で入手した「情報」の裏づけ作業が目的とな
る。現場では情報検証能力が求められ、修辞的には「比較」の手法が中心となる。故
に、見聞旅行の記録は、作者が自らの見解や感性を披露する有効な手段となる。
１８世紀の英国では、旅行文学 travel writingと呼ばれるジャンルには、letter narratives,
epistolary novels, journals, diariesなどと、複数のスタイルが採用されていた。その中で
も、旅行文学のみならず、当時の流行とスタイルとして「書簡体様式 epistolary forms」
が目立っていた。Nichola Deaneによれば、書簡体様式の主な特色は、１）フェミニズ
ム批評の進展とともに、辺境的な扱いから重要な文学ジャンル・形式として再評価さ
れ始めたこと、２）旅行文学や書簡体小説等で書簡体様式の文章が多用されていたこ
と、３）書簡体様式が女性特有のスタイルと見なされ、作品や作家の技量が過小評価
を受けやすかったこととされる。４ これらの特徴から、書簡体様式は必然的に「女性
性」に結びつき、「視察」目的の旅行文学により相応しい様式であることが理解でき
る。
さらに先の定義に加えておきたいのが、旅行をテーマとする作品に生じるフィク
ション性とノンフィクション性＝ルポルタージュ的要素の混在である。旅行記は、原
則的に実体験に基づくものであるが、その真偽のほどは証明不可能である。特に、読
者にとっては作品自体の信憑性を確認する術がなく、常に信頼と疑念が交錯する中を
読み進めることになる。一方、作者にとっては、当事者としての体験が意図したとお
りに読者に理解される保証はなく、情報伝達の限界とも言うべき読者との距離感を感
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じざるを得ない。ゆえに旅行文学は、通常の小説以上に「読者」と「作者」の距離を
作るジャンルであると言える。
この現象の根本原因は、旅行記ならではのストーリー展開上の特質にある。最大の
難点は、話者にとっては旅の出来事は「一貫性」を持つが、読者＝伝聞者にとっては
脈絡に必然性を見出せないことにある。本人が旅をするという大前提なくしては、経
験は断片的なエピソードの羅列に過ぎない。もちろん、主人公、登場人物の旅程に従
うという蓋然性はあるが、小説の有機的なプロットにそぐわないことを考えれば、構
造的統一性が崩壊する可能性が生じる。この統一性の崩壊を食い止めるためには、書
簡体の基本構造の保証が必要となる。そのためには、全体を統括する話者が、「主人
公」としてテクストの一貫性を確保することであり、いかに書簡の「正統性
authenticity」を担保できるかが問題となる。この点こそが、ジャンルにジェンダーの
視点が入り込む切り口となる。
そこで次項では、１８世紀後半以降のロマン主義時代に注目し、現在その評価が形成
されつつある旅行記作家 Helen Maria Williamsの作品を援用しつつ、ジェンダーの視
点から当時のジャンルの効用について分析および考察を行う。
分析の対象として、Williams作品のなかで対照的な特色を示す２作品、初期作品の
Letters Written in France in the Summer of 1790（１７９０）とロベスピエールの恐怖政治時
代に赴いたスイスでの見聞録、A Tour in Switzerland, or a View of the Present State of the
Governments and Manners of Those Cantons : with Comparative Sketches of the Present State
of Paris, VOL.Ⅰ&Ⅱ（１７９８）を取り上げ、書簡体様式に注目しながらWilliamsの著
者としてのスタンスを政治的・思想的観点から検証する。
Ⅱ Williams作品における書簡体様式の意義
Helen Maria Williamsの作品は、２０００年を迎える頃から注目を浴びるようになった。当
初の位置づけは、革命論争が盛んな頃にフランス革命に全面賛同し、感情的に心酔す
る一女性作家としてのそれである。英国人ながら自らパリに移住し、革命後の政治状
況を、町や人々の様子とともに英国に発信し続けた異色の存在である。その存在は、
直接に１７９０年代の革命論争にかかわり矢面に立った同時代人、Mary Wollstonecraftと
は大きく異なる。
Williamsの作品は、詩作、散文（書簡体、旅行記）、仏語作品の英語翻訳の３種類に
大きく分けられる。詩作においては、弱冠２１歳にして Edwin and Eltruda : A Legendary
Tale と称する恋物語を書き始め、ペルー圧制の政治問題、奴隷貿易制度反対問題へと、
時代に即した政治的問題を扱う作品を書き続けた。また、ルソーの Julie ou la Nouvelle
Héroise（１７６１）をモチーフにした Julia, a Novel（１７９０）では、婚姻をめぐる女性の
生き方を問い、三角関係による人間関係の縺れに斬新な結末を提供する、革新的なプ
ロットが魅力の作品である。５
翻訳作品としては、当時のフランスで流行していたSt PierreのPaul et Virginie（１７９６）
の英訳を手がけた。Williamsは不当な不利益を被る女性の境遇についても、かねてか
ら関心が高かったと見える。
そして、革命一周年記念祭のため渡仏したことに始まる『フランス便り Letters from
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France』こそがWilliamsの代表作であり、１７９０年から１８１９年までに全８種類を刊行
するに至った。女性ながら政治に関心を持ち、「男性的執筆活動」を続ける彼女に対
しては、その政治的信条や執筆手法をめぐり相当の批判を受けるが、彼女が執筆活動
を止めることはなかった。そして、ロベスピエール時代のフランス政治の真価を問う
べく、隣国スイスへの影響を検証する、A Tour in Switzerland, or a View of the Present
State of the Governments and Manners of Those Cantons : with Comparative Sketches of the
Present State of Paris, VOL.Ⅰ（１７９８）および VOL.Ⅱを著した。旅行文学という区分
においては、Williamsが唯一フランス以外で描いた作品である。その後も、ナポレオ
ンの登場から王政復古に至るまで、Williamsはやむことなくフランスの政情と社会を
見つめ続け、作品を世に送り出し続けた。
以上のような業績を有するWilliamsであるが、その作品の特色をまとめるならば、
次のような点を挙げることができる。第一の点として、Williamsがとった中心的なス
タイルとして、書簡体様式 epistolary formを選択している点である。この様式は、１７４０
年代以降の英国小説の黎明期に流行したスタイルで、Henry Fieldingの Pamela（１７４０）、
Samnel Richardsonの Clarissa（１７４７-８）、Frances Burneyの Evelina（１７７８）など、女
性に徳の高さを求める女子教育の書として小説の勃興に貢献した作品の多くが採用し
た。６ 書簡体小説のジャンルとしての特質は、公私の境界が曖昧化されることにある。
私信を盗み見るような窃視症的な欲望を喚起し、私生活が公にさらされるスキャンダ
ラスな要素もこのジャンルの特色である。従って当時は、書簡体小説は私的領域の言
説と見なされ、「女性作家」により相応しいとジャンルとして解釈されていた。いわ
ば、文学ジャンルに生じたジェンダー・バイアスの結果である。従って、この形式を
利用しつつ政治問題を取り上げ、女性ながら執筆活動を続けることは、当時の社会で
は反社会的行為である。Williamsによる書簡体の選択には、題材との齟齬があるため、
なお一層リスクが伴ったと言えよう。
そして、Williams作品のもうひとつの特色は、スタイルの多様性に表れる。全体と
しては書簡体形式をとりながらも、その作品中で異種ジャンルの混入を積極的に仕掛
けている。散文の作品に唐突にも韻文を挿入するという、ジャンル操作による奇襲的
作品構成をとるが、作品内部における「異種ジャンルの活用」は、主たるジャンルの
全体性を揺るがすことになる。先輩格にあたる Lawrence Sterneも得意とした手法だ
が、「女性作家」という点をあえて考慮すれば、当時では非常にインパクトの強い形
式となったであろう。また、「作者」が「読者」へ直接に語りかける印象的な瞬間が
生まれるため、著者個人の存在感は増す。それは読者の意識を強く引き付け、その先
を読ませる促進剤にもなる。
しかし、その手法が斬新であるほど、逆効果も大きくなる。すなわち、中心ジャン
ルから逸脱するサブジャンルは、全体の調和や一貫性を阻害し、読者の意識を容赦な
く断ち切る。書簡体形式によって創出される「話者」と「著者」との区別は、書簡体
で終始している分には表面化しない。しかし、異ジャンルの挿入が起こった瞬間、そ
れまで作品全体を統括していた「話者」の座が、現実的な存在である「著者」によっ
て簒奪される。その大転換によって集中力が途切れた分、読者が異ジャンルの混入を
不必要と見なす危険性もある。
そこで、以上のようなWilliams作品の特色をふまえ、対照的な２つの書簡体作品
を取り上げ、それぞれにおいてWilliamsの著作のスタンスがいかなるものか、そし
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て、いかなる効果を狙ってジャンルの混交を意図したのかを次に考察する。
Ⅲ テクスト分析－Letters（１７９０）の場合
Williamsは、１７９０年から１８１９年に至るまで３０年近くも書簡をつづり続けた。その中
で好対照をなすと考えられる最初期作品と理想の国と期待したスイスの旅行記とを引
き比べてみた場合、そのトーンや目的意識にいかなる変化が見られるだろうか。
まず始めに、Letters Written in France in the Summer of 1790（１７９０）［以下、Letters
（１７９０）と表記］を取り上げ、Williamsの著作方針や特色を分析してみる。
全２６通からなる Letters（１７９０）は、英国にいる友人へフランス事情を書簡で伝え
る約束をするところから始まる。旅のきっかけはフランス語の家庭教師である知人女
性から聞いたパリでの身の上話である。Williamsは、折りしもフランス革命勃発一周
年記念祭に沸くパリへと足を踏み入れ、勝利の行進や祝福ムードを盛り上げる大音量
の鐘の音、そして革命を讃え歌う人々の様子を見聞きする。Williamsは事細かに町の
様子を描写し、現場の雰囲気を具体化するに十分な詳細情報を提供する。
そして、町全体を包む興奮や高揚感に圧倒されたWilliamsは、次のような言葉で
自身の思いを表現した。
I shall send you once a week the details which I promised when we parted, though I am
well aware how very imperfectly I shall be able to describe the images which press upon
my mind. It is much easier to feel what is sublime than to paint it ; and all I shall be able
to give you will be a faint sketch, to which your own imagination must add colouring
and spirit [italics mine].（LetterⅠ, p.６３ll.１０-１５）
この引用では「革命のその後を伝える」使命を自らに課したと述べるが、同時に「鮮
明ならざる素描 “a faint sketch”」にしかなりえないことを告白している。その問題の
解決には、読み手の “imagination”の協力を必要とする旨も添えられている。謙遜の
表現であろうが、自らの叙述の不完全さを前提にしたこの作品の著述方針が示されて
いる。
ここで注目すべきは、現地の描写の完成に現場を知らない第三者の想像力を必要と
している点である。現実問題としては、追体験ができない相手に説明の補足を求める
のは不可能である。しかしこの「弱音」には、旅行記と称される文学形態が宿命的に
内包する、解消しがたい未経験の壁が垣間見える。すなわち、旅行者である話者が経
験を他者に伝達を試みても、共通経験の不在がその意図を阻む。同一の感動＝情報の
共有が完全にはできないという条件こそ、旅行記文学がアプリオリに有する致命的特
質である。
Williamsはその後も、妹セシルとともに熱心に革命の影響力の検証を続けた。革命
広場からバスチーユ監獄、国民議会場など、革命ゆかりの地をあちこち訪ね歩く。そ
の様は、あたかも革命をテーマにしたツアーのようであり、旅のガイドブックと言え
そうな要素も色濃い。しかしながら、気楽にこのツアーを続けているわけでなく、
Williamsはあらためてその目指すところを明示する。
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You will not suspect that I was an indifferent witness of such a scene. Oh, no! this was
not a time in which the distinctions of country were remembered. It was the triumph of
human kind ; it was man asserting the noblest privilege of his nature ; and it required
but the common feelings of humanity to become in that moment a citizen of the world.
For myself, I acknowledge that my heart’s caught with enthusiasm the general
sympathy ; my eyes were filled with tears [italics mine] : and I shall never forget the
sensations of that day ; ”while memory holds her feat in my bosom.”
（LetterⅡ, p.６９ll.８-１４）
この引用部分は、Williamsのフランス革命に託した理想、すなわち人類が抱くべき
正義や理想的精神を如実に表している。ここで確認すべきは、人類が求めるのは一国
の政治変革ではなく “the triumph of human kind”すなわち全人類規模の「幸福」であ
り「理想」だと断言する点である。さらには、「世界市民 “a citizen of the world”」と
して持つべき「当然の博愛精神 “the common feelings of humanity”」を重視している。
革命精神に傾倒するWilliamsは、人類全体の思いを汲み取る共感の力とその強さに
うたれ、感動の涙を浮かべるのであった。
かねてから世界にはびこる圧制の害悪に憤りを覚え、その思いを詩作にぶつけてき
たWilliamsにとっては、フランス革命こそが眼前に展開する理想の顕現である。理
想的正義の存在を証明するまたとない機会でもある。それゆえ、最上の政体を手にし
たフランス国民に対し、Williamsは敬意と尊敬の念を禁じえなかった。その感動と興
奮とが、彼女の執筆活動の原動力となった。
こうして、Williamsの一大旅行記であり、ルポルタージュでもある作品は、その巻
数を増やしていった。しかしながら、Williamsがパリ滞在中に経験したのは革命達成
後の熱気ばかりではなく、現実的な生命の危機にも直面していた。事実、１７９０年に初
めてパリへ旅し、その翌年からパリに住み始めて２年が経つ３３才の時に、Williamsは
２ヶ月ほどの最初の投獄を経験する。また、パリに住み着いた後の１８０２年にも、自ら
の作品 “Ode to Peace”（１８０１）が時の支配者ナポレオン・ボナパルトの逆鱗に触れ、
一日のみの投獄を経験する。７
当時のフランスおける「投獄」は、敵国の外国人のみならず、暴走を始めた革命政
府に賛同せざる者誰もが対象となった。つまり、投獄はとりもなおさず刑死を意味す
るに等しい。Williams自身も、知人であったロラン夫人が断頭台の露と消えた経緯を
身近に知っていたため、自らの生命の危機は深刻に受けとめていたものと考えられる。
そこで、最初の投獄を経験した後、さしものWilliamsも一時フランスから亡命す
る必要にも迫られ、不義ながら連れ合いとなった John Herford Stoneとともに、１７９４
年に隣国スイスへと赴いた。８ そして、その際の見聞がベースとなり、４年後の１７９８
年にWilliamsは A Tour in Switzerland, or a View of the Present State of the Governments
and Manners of Those Cantons : with Comparative Sketches of the Present State of Paris,
VOL.Ⅰ（１７９８）を世に送り出した。それは奇しくも S. T. Coleridge（１７７２－１８３４）と
William Wordsworth（１７７０－１８５０）がかの Lyrical Ballads の初版を発表した年と同じ
であった。
Williamsの評価は、革命ルポと称しつつも所詮女性特有の「感情過多」な女性の気
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まぐれなおしゃべりに過ぎない、とされてきた。しかし、その女性がつづる情報には、
無鉄砲ながら理想へと突き進む、力強い提唱の力が存在することも事実である。時代
的には反社会的といわれかねない行為を継続することで、publicで masculineな言動
や表象行為そのものを、Williamsが「脱男性化 feminization」したとも言えるだろう。
異端の存在としての社会的露出を重ねることで、当時の男性中心的な時代思潮に変容
をもたらした功績は小さいとは言えない。９
Ⅳ テクスト分析－A Tour（１７９８）の場合
中期作品となる A Tour in Switzerland, or a View of the Present State of the Governments
and Manners of Those Cantons : with Comparative Sketches of the Present State of Paris,
VOL.Ⅰ&Ⅱ（１７９８）［以下、A Tour（１７９８）と表記］は全２巻であり、１章から２１章
までが第１巻に、２２章から４０章および Appendixまでが第２巻に収められている。
Letters（１７９０）同様、第１巻の序文で本作品の意図が紹介されているが、以下に挙げ
る言葉には、初期作品と異なる側面が如実に表れている。
It is the present moral situation of Switzerland that justifies the appearance of these
volumes, in which an attempt is made to trace the important effects which the French
Revolution has produced in that country [italics mine], and which are about to unfold a
new era in its history. The governments of Switzerland, placed within reach of the
electrical fire of that Revolution [italics mine], flashing around all their borders, behold
the subtle spark, which finds a conductor in the human heart, escaping beyond its
prescribed limits, and feel its strong concussion in every agitated nerve.
（p.６l.１１－p.７l.２）
ここでは、今回の見聞の目的が、これから転換期を迎える隣国スイスに対するフラ
ンス革命の影響力を探ることだと語られている。革命が放つ「電撃的なる炎 “the
electrical fire ”」がもたらした火花にたきつけられ、どれほどスイス人に変革意欲がも
たらされたのかに注目が向けられる。民主的とは言いがたい当時のスイスの政治が、
随一の民主主義先進国フランスの権威によって、良き変革へと導かれるという予感が
そこにある。
しかしてWilliamsは、視察の方針を以下のように決然と提示する。
I have endeavoured to give an additional interest to my journal, by connecting the view
of the manners and customs of the Swiss towns, with a comparative picture of the present
state of Paris ; and I offer this Work to the Public with far less hope from the
experience of its past indulgence, than solicitude to obtain its future favor [italics mine].
（p.７ll.４-１１）
ここから読みとれるのは、過去の経験に目を向けるのではなく、これからの将来を
見通す視線の重要性である。フランス革命は既に恐怖政治時代に突入しており、当初
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の革命精神から大きく逸脱し、理想の失墜が明らかになりつつあった。ゆえに、依然
として革命の理想を追い求めるWilliamsにとっては、過去ではなく将来に目を向け、
これからに希望をつなぐほかない。そこで、革命の本来の精神の洗礼を受け、新たな
国づくりを始めるスイスの未来にWilliamsは期待を寄せたのである。
この視点は、革命を祝福するパリの現状を自ら見聞し、既成事実として報告してい
た１７９０年版とは大きく異なる。さらに決定的に異なるのが、A Tour（１７９８）そのもの
を「公に向けて提供する “I offer this Work to the Public”」と明確に宣言している点で
ある。もはや、特定個人への書簡という体裁を逸脱し、ルポルタージュといえるジャ
ンルへの変容を宣言しているかのようである。
しかし、この宣言に際して、A Tour（１７９８）の最大の特徴となる、以下のような言
及が追加される。
…It is true, that the sketch I have penciled of that sublime scenery, however rude,
will be found to be an original drawing, copied from nature, and not from books [italics
mine] ; yet I should scarcely have presumed to obtrude that unfinished outline on the
public eye, if the other parts of my journal offered nothing new to its observation.
（p６ll.４-１１）
とりわけWilliamsが強調するのは、自らの作品の独自性の主張である。似たよう
な旅行文学作品の真似事ではなく、あるがままに「自然を写し取って描く“copied from
nature”」という信条の宣言でもある。この「弁明」の意図は、恐らくは、Williams自
ら表明している参照文献、William Coxe, Sketches of the Natural, Civil, and Political State
of Swisserland; in a Series of Letters to William Melmoth, Esq.（１７７９）を意識してのことで
あろう。つまり、フランス革命の成果のほどを「評論家」として語る立ち位置を、テクス
ト中であえて明示しているのである。革命の理想が崩壊する以前であれば、Williams
がこのような姿勢をとることはなかったのかも知れない。だがWilliamsは、依然と
してフランス革命の「力」を信頼し続け、政治ジャーナリストのごとく、隣国スイス
の道徳的思想的問題に切り込んでゆく。
以上のように、初期の Letters（１７９０）に比べ、中期作品では目指す領域やレベル
が大きく異なっていることが分かる。無邪気に感銘を受けるがまま書簡体形式で「視
察」を続けた初期作品から、やがて革命の真価を他国への影響力で図ろうとする「検
証作業」を主とするルポルタージュに変化したと考えられる。このジャンル上の変化
は、著者自身の政治姿勢の変化に呼応しており、まさにWilliams作品の進化が表出
した瞬間といえよう。
Ⅴ ジャンル混交を利用するWilliamsの戦略
ジャンルをめぐるWilliamsの作品分析の最終段階として、彼女が得意とした書簡
体様式の作品内に異ジャンルを挿入する手法について分析および考察を行う。
まず Letters（１７９０）については、作品の大半を費やして描かれたMonsieur du Fossé
の物語１０ を取り上げ、A Tour（１７９８）からは、全２箇所ある挿入詩のひとつ、‘A Hymn
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written among the Alps’を取り上げる。
Letters（１７９０）においては、書簡体形式と異なるテクストとして、Milton, Pope,
Thomsonらの著名詩人の詩句の一部が頻繁に差しはさまれる。以下が、その典型的
な例である。
―――― “ THE moral world,
Which though to us it seem perplex’d, moves on
In higher order ; fitted, and impell’d
By Wisdom’s finest hand, and issuing all
In universal good.”
Mons. and Madame du F--- were relieved from this extremity of distress at a moment
so critical, and by means so unexpected, that it seemed the hand of Heaven visibly
interposing in behalf of oppressed virtue. （Letter XVII, p.１２０）
これは、Letter XV以降に登場する、封建的な旧体制によって悲運に見舞われるカッ
プル、Monsieur and Madame du Fosséの物語の冒頭である。James Thomsonの作品 The
Seasons : Winter の一部を引用し、人間をいたぶる過酷な冬も、神が作り出す善の世
界の一部であると前置きをしている。引用部直後から二人の悲劇が長々とつづられる
が、この詩句の示唆により、最終的には二人が幸福へと向かう予感を読者に抱かせる。
すなわち、物語の結末を異ジャンルの詩句に託し、暗示していることになる。
さらに、もう一つ注目すべき手法が、同じMonsieur and Madame du Fosséの物語に
見られる。それは、展開上重要な役割を担う「手紙文」を挿入するという形で表れる。
The letter paints so naturally the situation of his mind that I have translated some
extracts from it.
“My thoughts（he says）are unceasingly occupied about you, and my dear little girl.
…What joy would a letter from you give me! But I dare not flatter myself with the hope
of such sweet consolation. All I can assure myself of is, that though separated, perhaps
for ever, our souls are united by the most tender friendship and attachment.…
（Letter XIX, p.１２８）
これは、囚われの身のMonsieur du Fosséが、乳飲み子とともに離れた土地で厳し
い生活を送る妻に宛てたフランス語の手紙である。切なく感傷的な身の上話が述べら
れ、読者の同情を求める文面であるが、プロット展開上の重要部分でもある。
私信であるこの手紙は、作品全体の書簡体様式の中に入れ子構造のように挿入され
たものである。劇中劇のようだが、ここで注目すべきは、この私信がフランス語で記
されたものであり、話者がわざわざ「翻訳」をして掲載すると述べている点である。
すなわち、書簡体の二重構造ではなく、異ジャンルの「翻訳」がここに混在している
状況である。翻訳とは「翻訳者」の介入を前提とし、翻訳者の支配力によりテクスト
が管理される。つまり、中心的ジャンルである書簡体形式を一部崩し、著者が顔を出
し自己主張していることになる。こういった手法にこそWilliams作品の独自性がみ
られ、評価に値する要素となるのではないだろうか。
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一方、A Tour（１７９８）においては、‘A Hymn Written among the Alps’と題された２０の
スタンザからなるバラッド形式の賛歌が、唐突に挿入されている。先に述べたように、
この作品の目的はスイスの政治改革の行方を辿ることであるが、記述の最大の特色は、
アルプスに象徴される壮大な自然描写に重点が置かれていることである。
ここに取り上げる挿入詩は、荘厳な自然に偉大な神の存在を認める、Edmund Burke
の崇高美を髣髴させる記述が特徴的である。１１
Ⅰ
Creation’s God! With thought elate,
Thy hand divine I see ;
Impressed on scenes where all is great,
Where all is full of thee! ;
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Ⅴ
Where the rude cliff’s steep column glows
With morning’s tint of blue ;
Or evening on the Glacier throws
The rose’s blushing hue ;
Ⅵ
Or where by twilight’s softer light,
The mountain shadow bends ;
And sudden casts a partial night ;
As black its form descends ;
雪山と氷河がなす絶景を描写しつつ、それらによって喚起される神への畏怖を古典
的手法で表現している。時間の経過とともに様々な色を帯びる山肌を、絵画を描くか
のように細かに描写する様は、さながら１８世紀初頭の自然詩人 James Thomsonのよう
である。
このような韻文が書簡体様式の本文に突然登場すれば、読者が混乱を起こす可能性
は高い。しかしながら、その衝撃緩和を意図するかのように、以下の前置きのあとに
「賛歌」は投入されている。
…I determined, instead of presumptuously intruding my own imperfect observations,
or intelligence, to seize this occasion of introducing that finished essay to the English
reader. Leaving to this charming writer the talk of philosophical discussion, I shall
here transcribe the hymn I composed on those Alpine summits ; conscious how feebly
it paints their sublime imagery, and persuaded no pen can define those sensations
which are felt by the lover of Nature [italics mine], who wanders amidst those regions of
stupendous greatness, and feels, mingled with the thrill of astonishment, the transport of
adoration. （vol.２p.１６l.１０-１７）
すなわち、話者が採用している報告書的文体では描写力に欠けることを理由に、ア
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ルプスの崇高美への賞賛を韻文の「賛歌」に換えざるを得ないことを暴露している。
本来の政治的テーマに終始できず、結果的に異ジャンルを投入し、一種の美学論を前
景化する方向に至ったことは、作品全体の意義を見極めるのに無視しがたい点である。
また、このような主目的を裏切るような「綻び」への対応にジャンル操作が活用され
ていた点についても、注目に値するものである。
Ⅵ Williams研究の可能性
Williamsの初期および中期作品の比較から、著作目的の変容とスタイル変化との呼
応関係、そして構成上の綻びをカバーするジャンル操作の手法について考察を行って
きた。
現在のWilliams研究では、男性中心主義社会において、男性的な言動によって物
議を醸す特異な存在としてWilliamsを捉える傾向にある。いまだにフェミニズムの
糾弾的見解にとらわれ、逆境にあっても闘争を諦めず、女性の地位確立を目指す勇気
ある女性と見なすきらいがある。その結果、当時の性役割として不相応な行為自体が
批判の対象となり、作家としての力量が評価されることは少なかった。
しかしながら、２００２年にすでにWilliam Staffordが提示しているように、現代人の視
点からではなく、当時の通念に沿う「現場の視点」を持つことこそが作品分析におい
て重要ではないだろうか。Staffordは、その著書 English Feminists and their Opponents in
the1790’s : Unsex’d and Proper Females（２００２）で、“present-day feminists”（p.２２０）の
視点からではなく、“an attempt to read with late eighteenth-century eyes”（p.２２０）、すな
わち「１８世紀後半当時の目」を以ってテキストにアプローチする必要性を主張してい
る。そうすることによって、新たな解釈の余地を生み出すと Staffordは説く。
特に１７９０年代の女性作家たち、Hannah More, Maria Edgeworth, Mary Haysらを指し
て、彼女たちは女性のジェンダー・ロールを全否定することなく、「女性向けに修正
を加えた男性性の理想 “an ideal of reformed, woman-friendly masculinity”」（p.２２０）を
目指していたとの Staffordの解釈は、非常に示唆に富む。これは、これまで１８世紀末
の女性たちの実際の政治・社会的影響力を過小評価するステレオタイプ的思考法への
批判でもある。正統な評価を阻害する危険性を明快に指摘した点において、Stafford
の見解は大いに評価すべきである。
本稿で注目したWilliamsの異種ジャンルの利用は、メインとなる書簡体形式へ唐
突ながらも投入することにその意義があるとした。その操作の効果は、読者の期待の
実現を阻止することにある。いわば、作品進行上の「予測不可能性」のなせる業とい
える。この「予測不可能性」は、仮にジェンダー・バイアスのかかる言動であっても、
言動そのものに付された特質を操作するのであって、作家の性別にかかわらずその行
為自体に性差は生じない。その意味では、ジェンダーの観点からバイアスが顕著な要
素であっても、作家の行為の結果を「１８世紀後半当時の目」で考察することで、先入
見による撹乱を最小限にとどめることができるであろう。
このアプローチは、当然、糾弾的なフェミニズム研究に基づくマイノリティ作家の
発掘・礼賛の手法と異にする。ゆえに、Williams研究の方向性にも修正を加え、これ
まで以上の広がりや可能性を提供してくれるものとなるのではないだろうか。そして
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また、保守的になりがちなロマン主義時代全体の解釈に対しても、新しい観点を提供
してくれるものと考えられる。
注
１ Mary Wollstonecraftのように、特に女性作家が女性にまつわる問題を扱う際、そ
の主張内容が「被害者」の立場としてのものと認識されやすい。すなわち、著者
が「被害者女性」として語っていると解釈された場合、「作者」と「話者」の同
一視を疑う原則が崩れてしまう。作者の性別を意識しすぎるがための誤謬、すな
わちジェンダー的偏見作用により分析に偏りが生じる危険性を意識し、常に認
識・自己補正する必要がある。
２ アメリカを中心として大学主催のサイトのほか、本格的研究会主催サイトも多
く、Nicholas Roe ed., Romanticism : An Oxford Guide（Oxford U.P.,２００５）内の、
David S. Miall, ‘Romanticism in the electronic age’（pp.７１８-２０）では利用可能なサイ
トの URLを相当数紹介している。
３ １８世紀後半の書簡体文学に特に顕著な、sentimentや sensibilityの戦略的活用と
深く関わる。この時代の研究対象としては大変興味深い視座を与えてくれるもの
であるが、その考察については別な機会に譲ることにする。
４ Nichola Deane, ‘Letter, journals and diaries’（Nicholas Roe ed., Romanticism : An
Oxford Guide, Oxford U.P.,２００５）、pp.５７４-５８９参照。
５ Williamsの Julia では、三角関係にあった男と女二人の関係は、男性が不慮の
事故で亡くなったのち、残された子どもと二人の女性たちが家族の形態をとると
いう、現代の目から見れば、非常に革新的な家族の形を提唱しているように見え
る。しかし、当時世帯主を失った後の母子がいかに処されたかなど、歴史的考証
なしにこの物語に現代性を見出すのは、拙速に過ぎると言わざるを得ない。
６ 当時の書簡は、情報を伝える数少ないメディアとして利用されるため、回し読
みの形で他人の目に触れることが前提であったと言われる。従って、現代のわれ
われが想定するほどの「私信」的な要素が強くないことも考えられる。また、書
簡体が公的な要素が強い文書であるとの認識から書簡体小説が文章教本とみなさ
れ、女子教育の教材として活用されるようになった経緯がある。
７ ２回目の投獄騒動については、“Ode to Peace”が The Morning Chronicle（１８０１）
に掲載された時に、英仏間の和平の成立に際し、フランスの栄光の歴史に貢献し
た重要人物の列挙にナポレオン・ボナパルトの名が挙がっていなかったことに腹
をたてた結果、とWilliams自身は解釈しているようである。
８ Williamsのスキャンダルは、同時代の知人でもあったMary Wollstonecraftのケー
ス同様、作家としての業績を相殺するかのように引き合いに出されるため、悪意
ある醜聞とも言える。
９ ‘feminization’ とは、現実的女性の特質の表出という現象を意味するだけでなく、
言動の異端性が多数派の意識に徐々に浸透し、存在として承認を勝ち得てゆくプ
ロセスにも重きが置かれる用語である。従って、現実的な女性のみがそのプロセ
スの中心を担うわけではなく、例えば、当時流行した文学傾向のひとつ、
Helen Maria Williamsの書簡体作品に見られるジャンルとジェンダーの関係性（今井）
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sensibilityの文学にも同様の機能が見出される。当時人気の感傷文学は、ルソー
の自然主義提唱以来、散文・韻文問わず、また作家の男女を問わず、時代の中心
的認識や通念、常識を変容させるような効果をもたらした。
１０ １７９０年版の Letters の最大の山場は、フランス革命が打倒した旧体制の典型的
悪弊の象徴として登場する、父権による結婚の自由の阻害を取り上げたエピソー
ドにある。Du Fossé一家の物語は、通常の小説のように淀みなくプロットが展開
し、語り手が時系列に沿って物語る散文形式をとっている。
１１ 第一作目のLetters（１７９０）においても、ロンドンとパリの景色を比較し、町の
様子や建物と特色をbeautyとsublimeに分類するという、Edmund Burke的美学観念
が存在していた。特に sublimeに関しては、その後の作品における自然や景色の
描写においても有効な美学的概念として使用され続けたようである。
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